
237人の子どもが力闘しました

ちびっ子力士が奮闘
第29回ワンパクすもう大会

　８月５日、ヴィーブルで第29回ワンパクすもう大会が
開催されました。各部門の優勝者は次のとおりです。
　　年中の部　　　村上　生斗（合志中部保育園）
　　年長の部　　　村上　将馬（南部保育園）
　　１年生の部　　田代　龍琥（西合志中央小）
　　２年生の部　　本田　賢政（西合志東小）
　　３年生の部　　畑本虎太朗（西合志東小）
　　４年生の部　　木下　斗稀（合志南小）
　　５・６年生女子の部　松田　青空（西合志南小）
　　５年生の部　　田上　力斗（西合志南小）
　　６年生の部　　荒木　　泰（合志南小）

左から荒木市長、坂井社長、吉田署長暑い中でも微生物の話に夢中

㈱セイブクリーン・熊本北合志警察署と
ドライブレコーダー映像の提供協定を締結

生ごみリサイクルで環境と命の循環型社会に
生ごみは宝物　子ども体験教室

　８月３日、株式会社セイブクリーン（坂井さゆり代表
取締役）、熊本北合志警察署（吉田至署長）と市はドライ
ブレコーダー映像記録データの提供に関する協定を締
結し、同日、合志庁舎で調印式を行ないました。
　これは、ドライブレコーダーを搭載したごみ収集車
両が記録した情報を警察と市が活用することを目的と
したもので、交通事故や犯罪の解決・抑止などにつな
がることが期待されます。

　８月５日、ふれあい館で、菊池管内環境活動協議会
（村山和義会長）が環境と命の循環型社会づくり体験教
室を行ないました。幼児を対象に、生ごみから良質な
土をつくり無農薬の野菜を育て、心身を健康にするこ
とを目的に開催。親子20人が参加し、持ち寄った生ご
みで実際に肥料を作り畑に仕込みました。食生活改善
による健康づくりや微生物の力を利用した生ごみリサ
イクルについて皆で楽しく、興味深く学びました。

追悼の意を込め献花する参列者

平和への誓いを新たに
市戦没者追悼式

　８月５日、木村葬祭菊南斎場で平成30年度合志市戦
没者追悼式を開催しました。
　遺族会会員をはじめ約130人の参列のもと、荒木市
長が式辞、吉永議長・坂本遺族会会長が追悼の辞を述
べました。また、ことしは詩吟による献詠や参列者に
よる献花を行ないました。会場の一人一人が戦禍によ
り犠牲となった戦没者の冥福を祈り、哀悼の誠を捧げ、
平和への誓いを新たにしました。
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左から田尻さん、尾里さん、橋元さん 地域の皆さんと協力して災害に備えます

全国の舞台で力強い表現
高等学校総合文化祭　吟詠剣詩舞

猛暑の夏にひと時の納涼
各地区夏祭り

地域の防災力向上へ
市防災士連絡協議会　設立総会

　８月11日、長野県須坂市メセナホールで第42回全
国高等学校総合文化祭吟詠剣詩舞部門が開催されまし
た。県代表として本市から橋元優弥さん（南陽） 、田尻
美和さん（上須屋）、尾里碧さん（東須屋）が出場し、詩
吟や剣詩舞を堂々と披露しました。
　橋元さんは「今まで積み重ねてきた練習の成果を精
一杯発揮することができた。これからも吟詠剣詩舞の
良さを伝えていきたい」と語りました。

　８月上旬から中旬にかけて、市内各地区
でそれぞれに趣向を凝らした夏祭りが行な
われました。
　４日に永江中央公園で行なわれた永江団
地納涼夏祭りではダンスや菊陽吹奏楽団の
演奏などのステージショーで客席が盛り上
がりました。出店は地区の子ども会や婦人
会が運営。区内外から訪れた親子連れなど
で行列ができていました。抽選会では番号
が発表されると「あー、惜しい」という声や
「ことしも当たった、すごい」という歓声が
上がっていました。
　18日には西合志第一小グラウンドで合
生地区夏まつりが開催され、子どもから大
人まで大勢の人で賑わいました。各地区か
らの出店、ラムネ早飲み競争や子ども太鼓
などステージ発表の他、ヴィーブルくんや
くまモンなどゆるキャラたちも登場。合志
音頭の総踊りも行なわれ、訪れた人は楽し
いひと時を過ごしていました。

　８月６日、合志庁舎防災拠点センターで合志市防災
士連絡協議会の設立総会を開催しました。
　同会は市内在住・在勤の防災士65人で構成され、当
日は45人が出席。会の規約などについて話し合いまし
た。今後は市民の安全・安心のため、会員同士での意
見交換や情報共有を行ない、防災に関する知識の向上
や普及、自主防災組織などと連携した活動を通じて、
地域の防災力向上へとつなげていきます。
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1(永江団地)会場から溢れそうなほど見物客が訪れました
2(合生)第一小４年生によるバブリーダンス。格好良かったよ
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